
地
域
に
あ
る
様
々
な
社
会
資
源
を
使
っ
て
、
高
齢

者
の
生
活
を
総
合
的
に
支
え
て
い
く
た
め
の
拠
点
と

し
て
、
四
月
一
日
、
高
齢
者
支
援
課
内
（
大
仁
庁
舎
）

に「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
、
介
護
予
防

に
関
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
は
じ
め
と
す
る
高
齢
者

へ
の
総
合
的
な
支
援
が
行
わ
れ
ま
す
。
公
正
、
中
立

性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
地
域
住
民
や
関
係
団
体
に

よ
る「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
」が
運

営
に
関
わ
る
の
も
大
き
な
特
徴
で
す
。

皆
さ
ん
が
い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
住
み
な
れ
た
地

域
で
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
に
積
極
的
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
で
も
、
今
ま

で
ど
お
り
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
内
容
に
よ

っ
て
は
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
連
絡
を
受

け
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
対
応
し
ま
す
。

▼
い
ち
ご
の
里
　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
０
５
５（
９
４
７
）５
９
４
８

▼
伊
豆
の
国
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
　
　
　
　
　

電
話
０
５
５（
９
４
９
）５
８
１
８
　
　

▼
ぬ
く
も
り
の
里
　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
０
５
５
８（
７
６
）６
７
０
０

問
合
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
高
齢
者
支
援

課
内
）
電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
９
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高
齢
者
と
重
度
障
害
者
の
皆
さ
ん
に
、
外
出
す
る
機
会
を
多
く

持
つ
こ
と
で
、
積
極
的
に
社
会
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
十
八
年
度
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。

対
　
象

伊
豆
の
国
市
在
住
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
昭
和
六
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
一
・
二
級
を
持
っ
て
い
る
人

③
療
育
手
帳
Ａ
を
持
っ
て
い
る
人

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
一
・
二
級
を
持
っ
て
い

る
人

※
高
齢
者
と
障
害
が
重
複
す
る
場
合
は
高
齢
者
が
優
先

内
　
容

タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
の
乗
車
運
賃
の
助
成
（
年
間
、
百
円

分
の
利
用
券
を
百
四
十
四
枚
交
付
）

有
効
期
間

四
月
三
日（
月
）〜
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日（
土
）

申
　
請

四
月
三
日
（
月
）
か
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
伊
豆
長

岡
庁
舎
）
／
韮
山
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
韮
山
庁

舎
）
／
福
祉
課
（
大
仁
庁
舎
）
／
高
齢
者
支
援
課
（
大

仁
庁
舎
）
の
い
ず
れ
か
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物

①
窓
口
に
申
請
に
来
た
人
の
印
鑑

②
対
象
者
の
、
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
、
身
体
障

害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の
う
ち

持
っ
て
い
る
も
の
。

問
合
せ
（
高
齢
者
）高
齢
者
支
援
課

電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
１
１

（
障
害
者
）福
祉
課
　
電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
７

タ
ク
シ
ー
･
バ
ス
利
用
券
交
付

高
齢
者
／
重
度
障
害
者
対
象

介護予防の相談や介護予防ケアプ
ランの作成や評価などを行います。

皆さんを支える地域のケアマネージャー
の指導や支援のほか、高齢者の皆さんに
とってより暮らしやすい地域にするため
に様々な機関とのネットワークづくりを
推進します。

高齢者の皆さんが安心して生き生き
と暮らすために、皆さんの持つ様々
な権利を守れるよう支援します。
成年後見制度の紹介や虐待を早期に
発見、対応します。

介護保険だけでなく、様々な制度や地域
資源を利用した総合的な支援を行いま
す。高齢者の皆さんやその家族の介護に
関する悩みや問題に対応します。

地域包括支援センター
こんな仕事をしています

自立して生活できるよう
支援します

介護などについて
ご相談ください

皆さんの権利を守ります

様々な方面から
皆さんを支えます

事業名 内　容 対　象 利用料金等

食の自立支援事業

（配食サービス）

利用者に栄養バランスのとれ
た昼食を配達し、安否確認を
する

概ね６５歳以上の一人暮らし高
齢者、高齢者のみの世帯で疾
病等の理由で調理が困難な人

１食５００円
月～土曜日

（ 一部地域を除く）

家族介護用品支給事業

（紙おむつ支給）

要介護状態になった高齢者等
に、紙おむつなどの介護用品
を低価格で支給する

介護保険認定要介護１以上の概
ね６５歳以上の人と重度障害者
でトイレに行くことが困難な人

紙おむつ購入費の約５割
補助（要介護４・５で住民
税非課税世帯は９割補助）

緊急通報システム

利用事業

緊急通報システム（ボタンを
押すだけで連絡ができる機器）
の設置と助成

概ね６５歳以上の一人暮らし高
齢者、高齢者のみ世帯、また
はこれに準ずる世帯

基本利用料１カ月８００円
（通話料金は別途実費負
担）

おはようサービス

(乳酸飲料配布事業)

３日に１本、乳酸飲料を配布
しながら、声かけして安否確
認を行う

概ね６５歳以上の一人暮らし高
齢者、高齢者のみの世帯と一
人暮らしの視覚障害者

無料

ホームヘルプ

サービス事業

自立生活を支援するためにヘ
ルパーを派遣し、入浴介助、調
理、掃除、通院介助等を行う

ケガや疾病等で日常生活上の支
援を必要とする介護保険に該当
していない概ね６５歳以上の人

１時間２３０円

寝具類等洗濯乾燥消毒

サービス事業

寝具類等の衛生管理が困難な
人に対して、洗濯乾燥消毒を
する

概ね６５歳以上の一人暮らし高
齢者、高齢者世帯のみ世帯で、
衛生管理が困難な人

無料
（年１回、１人２枚まで）

在宅短期保護事業

介護している家族が疾病等の
理由で在宅での介護が困難な
場合、１カ月７日以内で特養
ホームに保護する

介護保険の利用限度を超えて利
用したい介護認定者、概ね６５
歳以上で緊急的に介護が必要と
認められた介護認定以外の人

利用料１日３，０４０円、送迎
料１回３７０円（介護保険料
第１・２段階該当世帯は利用
料１日１，３８０円、送迎無料）

認知症生活指導事業

生活指導ホームに入所し、認知症高
齢者個々に適切な処遇方法を発見し
て、介護者共に生活指導を行う

概ね６５歳以上で、在宅で認知
症と認められる高齢者とその
介護者

利用料１日２，２５０円、判
定・指導料１回９，５００円

外出支援サービス事業

外出困難な在宅の人に対し、
市内外（近隣に限る）の医療
機関への送迎を行う

概ね６５歳以上の人、重度心身障
害者で公共交通機関の利用や家族
による送迎が困難な人（日常生活
に車椅子を利用、寝たきり等の人）

無料
（週１回まで）

徘徊探索機器貸出事業

発信機能（ＧＰＳ）を持つ端
末を高齢者に携帯させ、徘徊
時の探索を行う

概ね６５歳以上で認知症と認め
られる在宅高齢者

加入料５００円、付属品代２００
円（初回のみ）、基本利用料
１カ月５０円、情報料・人件
費・機器管理費は自己負担

入浴サービス

自力または、家族のみでは入
浴できない人に、施設での入
浴を提供する

概ね６５歳以上で疾病・身体の
障害等で長期にわたり臥床し
ている人

１回１，２５０円

１８年度

市では、高齢者が自立した生活を過ごし、長年住み慣れた地域社会で引き続き生活していくことを支援します。高
齢者の在宅福祉サービスは、次のとおりです。利用や、申請については、お気軽にご相談ください。

また、一部サービスでは、対象者や利用料に一部変更があります。現在サービスをお使いの人には、個別に連絡し
ていますが、ご注意ください。

問合せ 高齢者支援課　電話０５５８‐７６‐８０１１

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
予
防
の
拠
点


